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2026年（Vol. 42）特集のご案内
No. ①  患者参加型医療として透析を考える―

SDMと ACP
No. 2 人工知能を活用した透析医療の最適化

No. 3  透析治療システムの生体適合性―基礎
的知見から患者報告アウトカムまで

（既刊は○）

編　集　後　記

　透析医療の現場では近年，「医学的には正
しいが，患者にとってそれが最善なのか」と
立ち止まる場面が確実に増えている．高齢の
患者，独居の患者，長期透析による身体機能
の低下を抱える患者を前に，治療を続けるこ
との意味や限界について，医療者自身が問い
を抱えながら対話を重ねているのが実情では
ないだろうか．
　腎代替療法の選択における SDMは一定程
度広がりを見せている一方で，透析導入後の
生活の変化や，体調の悪化，通院負担の増大
といった現実に直面すると，「この先をどう
考えるか」という話題は避けて通れなくなる．
その一方で，ACPや CKMといった言葉は知
っていても，「いつ，誰が，どのように話し
始めればよいのか」に明確な正解はなく，声
をかけること自体にためらいを覚えることも

ある．
　本特集に収めた論考は，そうした現場の悩
みや迷いから出発している．どれも理想論で
はなく，実際の患者・家族とのやり取りのな
かで試行錯誤を重ねてきた経験に基づくもの
である．そこに共通するのは，治療法を「決
める」ことよりも，患者を医療の参加者とし
て尊重し，対話を続けようとする姿勢である．
　明確な答えがあるわけではない．しかし，
日々の診療のなかで立ち止まり，患者の言葉
に耳を傾け，問い続けること自体が，SDM
や ACPの実践なのだと思う．本号が，読者
それぞれの現場での対話を後押しする一冊と
なり，日々の実践や，今後の研究を発展させ
るきっかけとなれば幸いである．
 （小松康宏）
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